











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あきらかにしたい。                            、
入江克己 :日本近代体育の思想と実践 (1)































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)『鳥取大学教育学部研究報告 (教育科学)避 第18巻 第1号 第2号 昭和51年
(2)同前報告 第23巻～第25巻 昭和56年～昭和58年
(3)大河内一男『社会政策論 (総)』 有斐閣 昭和38年 pl19
註補














































(38)伊藤整 家永三郎他編『近代日本思想史講座 1』筑摩書房 昭和34年 p9
(39)『明治 。大正・昭和教育思想学説人物史』第3巻 東亜政経社 昭和8年 p567
|'
入江克己 :日本近代体育の思想と実践 (1)











(50)『日本ファシズム教育政策史』明治図書 1969 pp141～142             ｀
(51)拙稿「日本ファシズム体育思想の研究 ,前掲研究報告 第23巻 昭和56年 pp133～1 5
(52)『最近体操集成』隆文館 大正6年 pp376～377
(1)「余ガ教育ノ三大主義」『東京落漢会雑誌』第172号 明治30年5月20日 p13
















りも保健に関心が向けられていた点も注意してよい。」(「体操教育史」 石山脩平 海後宗臣 梅根悟編『教
育文化史大系 1』金子書房 昭和28年 p237)
(■)木下秀明は近代日本の体育に対するリーランドの影響について,彼の滞日期間が僅か3年であること, ま
た彼の体育論や軽体操の理論的根拠がアマースト大学の公式見解を代弁しているにすぎないとみ,特に重
視する必要はないとの評価を下している。(「Go A.リーランド」『体育の科学』1964年 4月号 pp225～228)
(12)オスウィゴー運動はシェルドン (E.A Sheldon)を中心に展開され,19世紀後半のアメリカの教育界全体
をつつむ教育改革運動であった。シェルドンは1848年にオスウィゴーに「孤児及び無償学校協会」(Orphan
and Free School AssOciaion)を設立し,また1850年には私立学校を創設して,地図,ボー ル,カー ド
類,動物の絵,積木,植物,人体,道徳などに関する教具をイギリスからとり入れ,ペスタロッチー教育
(実物教授)による新教授改革にとりくんだ。 (「オスウェーゴー運動――ObiCkt Teachingの受容・定着
過程――」『教育学研究』第31巻 第2号 昭和39年 ppll～20)
『東京著漢会雑誌』第5号(明治16年5月20日)第15号(明治17年5月20日)
同 書 普及舎 明治20年版 p373

















(31)今村嘉雄 伊日本体育史』金子書房 昭和26年 p101
(32)「長野県二我ガ開発主義ノ行ハルル事」同誌 第8号 明治18年7月5日 pp 7～9
(33)大分県教育百年史編集事務局編『大分県教育百年史 第一巻』昭和51年 p246
(34)梅根悟 海老原治善 中野光編『資料日本教育実践史 I』 三省堂 1979 pp99～100
(35)『文部省第九年報』明治14年 pp23～25
(36)石戸谷哲夫 門脇厚志編『日本教員社会史研究』亜紀書房 1981 p6
(37)『文部省第九年報』明治14年p23





















よるだろう。」(石山I街平 海後宗巨 梅根悟編 前掲書 pp239～240)











(63)同前誌 第21号 明治21年6月25日 pp37～39




(66)竹之下休蔵 岸野雄三『近代日本学校体育史』東洋館出版社 昭和34 p25
(67)同前 p25
(68)『文部省第十三年報』「達ノ部J p3
(69)海後勝雄 稲垣忠彦 寺崎昌他「森有礼の思想と教育政策」『東京大学教育学部紀要』第8巻 1965 p140
(70)影山昇『愛媛県師範学校の歴史』青葉図書 1974 p50
(71)同前 p51
(72)宮城県教育委員会『宮城県教育百年史』第1巻 明治編 昭和51年 pp812～813                  4
(73)山本信良 今野敏彦 『近代教育の天皇制イデオロギー ーー明治期学校行事の考察一―』新泉社 1973p70
(74)影山昇 前掲書 pp51～52
(75)「師範生徒遠足」『信濃教育会雑誌』第7号 明治20年4月25日 pp19～21
(76)宮城県教育委員会編 前掲書 第 1巻 p814
(77)「運動会」『信濃教育会雑誌』第7号 明治20年4月25日 pp24～25・
(78)「西筑摩郡福島学校運動会の景況」同前誌 第13号 明治20年10月25日 p19







ばこの儀式を挙行するに,恭敬郵重を加へざるべからざること,亦授業の比にあらず。然るに人情として       '
鯛接するの度数多きに過ぐれば,押配するに至らざるを保せず。さればにや,三大祝日は国より否らざる





(81)同前誌 第32号 明治19年3月5日 p2
(82)稲垣忠彦『明治教授理論史研究』評論社 昭和41年 p107
(83)『東京落潔会雑誌』第2号 明治16年1月20日 p8
(84)同前誌 第18号 明治17年7月20日 pp52～54
(85)『教育時論』第10号 明治18年7月25日 pl
(86)同前 pp 2～3
(87)同 前 p3 傍点引用者
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 20巻




(鋭)同前誌 第4-8号 明1治19年8月15日 pむ




(97) 同  前  |,7
(98)「教育普及論」口前誌1第つ号 明治20年6月25日 pl
(.99同 前 pp l～2
(100)同前 p3





















(■0梅根悟 海老庶治善― 中野光編著 前掲書 po186～137
(■91同 誌 第売号 明治19年■月25日 p17
(120)同前 p17
(121)同 前 pp17～lS
(122)同 誌1第娼号 明治19年8月15日 p。1～3 原文のまま―




(1271同前誌 第52号 明治19年9月25日 pl 原文のまま
第一報」『信州大学
(昭和59年4月30日受理)

